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島には『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』という古

い地図が伝
つた

わっています。

　この地図は淡
あわ

路
じ

島をうまくえがいてい

るのですが，現
げん

在
ざい

の淡
あわ

路
じ

島と見
み

比
くら

べると

島のかたちが少しちがいます。『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』には，南
みなみ

あわじ市の灘
なだ

地区から沼
ぬ

島
しま

に向けて，現
げん

在
ざい

存
そん

在
ざい

しない土地がえ

がかれています。そして，この土地にあった白
しら

石
いし

村ほか５つの村が室
むろ

町
まち

時代の

明
めい

応
おう

９（１５００）年の大
おお

地
じ

震
しん

でしずんだと記
き

述
じゅつ

されているのです。この大
おお

地
じ

震
しん

，一体どんなものだったのでしょう。

  淡
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路
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島が関
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係
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する大
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地
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としては，まずはプレート境
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の南
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があり

ます。明
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名
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湖を海とつなげたとい

われますが，『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』はこの地
じ

震
しん

のことをいっているのでしょうか。

　また，淡
あわ

路
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島と沼
ぬ

島
しま

の間には中
ちゅう

央
おう

構
こう

造
ぞう

線
せん

が走っており，この断
だん

層
そう

の起こす地
じ

震
しん

などが高さ３００m以上のがけをつくってきました。白
しら

石
いし

村をしずめたのは

この活
かつ

断
だん

層
そう

が起こした地
じ

震
しん

だったのでしょうか。

　かつて白
しら

石
いし

村があったという話は南あわじ市灘
なだ

地区には長く伝
つた

わっており，

海がすんでいる日には海
かい

底
てい

に

神社の鳥
とり

居
い

が見えるという漁
りょう

師
し

もいるそうです。そんな土

地をしずめる大
おお

地
じ

震
しん

なんてち

ょっと想
そう

像
ぞう

できませんが，そ

もそも自
し

然
ぜん

の力の大きさとい

うのは人間の想
そう

像
ぞう

をはるかに

こえたものかもしれませんね。
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で，震
しん

度
ど

７を記
き

録
ろく

したのは，断
だん

層
そう

の上ではなく，沖
ちゅう

積
せき

層
そう

といわれるやわらかい地ばんの上で

した。沖
ちゅう

積
せき

層
そう

は，川の水などによって運ばれてきた土や砂などが，積
つ

もってできた土地です。

　うめ立て地などの

やわらかい地ばんの

土地では，地中から

どろ水が地面にふき

出す，液
えき

状
じょう

化
か

現
げん

象
しょう

が

起きました。

今後，動くと考えられる断
だん

層
そう

を活
かつ

断
だん

層
そう

といい，兵
ひょう

庫
ご

県やそ

の近くにも数多くあります。

慶
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地
じ
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はゆれが小さいのに大きな津
つ

波
なみ

が来て，多く

のぎせい者が出たといわれています。
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